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●●●編集後記
▶画像診断は病理診断の進歩と共に歩んできましたが，診断機器の進歩
は時に，病理診断の必要性を減少させているのも事実でしょう。特に
PET/CTによる画像診断は，形態学上の異常だけではなく機能的異常も
把握できるようになって，いわゆる質的診断の世界が広がりつつあります。
一例をお示しします。肺癌検診を毎年 PET/CTで受けている健常者が，
発見されたGGO（すりガラス陰影）診断の下，経過観察を受けました。2
年目にわずかに腫瘤形成が始まり，PET/CTでSUVの上昇を認めました。
経気管支生検にても腫瘍細胞が確定できず，胸腔鏡手術での癌摘出を
呼吸器外科で勧められて，セカンドオピニオンの相談を受けました。手術し
ないで放射線治療で治せないかとの相談です。早期肺癌のSRT（定位
照射）の治療成績と有害事象を説明したところ，SRTを希望したので，5
日間の通院治療を行いました。患者は外来通院治療ができるうえに，有
害事象は治療中も治療後もほとんどなく，経過観察になったので大喜びで
した。なぜ，この治療がもっと広がらないかとの質問さえ受けました。その
後，保険審査会から病理診断がついていないので放射線治療をした理由
を書くように指示があり，指示に従いました。癌の診断は病理診断が原則
であることは知られていますが，画像診断や主要マーカなどが進歩して，病
理診断を仰ぐことなく治療することも増えてきました。診断の進歩により治
療法が変わる現状はもっと進む可能性があるので，画像診断医は治療法
の進歩を学ぶ必要があるし，放射線腫瘍医は画像診断の進歩を学ばなけ
ればいけないことになるでしょう。
▶さて，今月号は放射線治療の特集が組まれています。進歩著しい放射
線治療の一端をお楽しみください。微細な病変を映し出す侵襲少ない画
像診断とあいまって，患者さんに優しい治療法が選択されることを願ってい
ます。
� 山下　孝
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